









 臨床工学技士を含む主な医療系国家資格の合格率の推移を図 1に示す。図のように 2018年 3月に実施
された第 31回臨床工学技士国家試験の合格率は 73.7％、過去 5年間の平均を見ても 78.0％であった 1)。
同じ医療系国家資格である看護師の場合には、2018年の合格率は 91.0％、過去 5年間の平均値は 89.7%




























































































































































 本学科で作成した学習支援システムの構成を図 3に示す。 
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この形式の問題登録の 2例を図 4-1、4-2に示す。図 4-1は、半導体についての問題である。5つの設
問全てについて正答・誤答の選択肢が登録されている。図 4-2は、血液浄化療法のトラブルに関する問






せの数は、25 – 2 = 30通りとなる。選択肢の提示順には 5! = 120通あるので、提示順まで考慮すると、
問題の種別は 30✕120 = 3600 通りとなる。例 2の場合では、正答と誤答の両方が登録された選択肢は 3
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の電圧などを計算し、正解を数値で回答する設問である。この形式の問題登録の 2 例を図 4-3、4-4(a)(b)
に示す。例 1 は、2 進数の演算に関する設問である。この例では図 4-3 に示す 2 つの設問の何れかがラ
ンダムに選択されて出題される。学生は、設問に従って計算し、その計算結果を解答する。例 2は、医
療ガスの配管端末に関する問題である。この例では、5 種類の医療ガスの配管端末の形状が図として提
示されるとともに、5 つの一問一答形式の設問の中から 1 つが選択されて出題される。学生は、示され
た図の中から設問に該当する配管のアダプタ形状を選択し、その番号を解答する。 




図 4-1 5者○×問題の設問登録例 1 
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図 4-3 一問一答問題の設問登録例 1 
 
 
図 4-4(a) 一問一答問題の設問登録例 2 
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図 4-4(b) 一問一答問題の設問登録例 2（続き） 
 
 





























































この中から、例えば、基礎医学 1を選択すると、図 6-3に示すように、基礎医学 1の画面が表示され
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図 6-2 自己診断_トップ（ユーザー） 
 
 
図 6-3 自己診断_基礎医学（ユーザー） 
 
 














図 6-5 大項目・中項目・小項目単位の学習_正誤の選択（ユーザー） 
 
 
図 6-6 大項目・中項目・小項目単位の学習_結果表示（ユーザー） 
 
 
20 小畑 秀明，二見 翠,松浦 宏治,木原 朝彦
 
２－３－４ 課題提出の実施 


























図 6-7 課題１_リスト（ユーザー） 
繰り返し学習に有効な臨床工学技士国家試験のための学習支援システムの構築 21
 
図 6-8 課題１_実施画面（ユーザー） 
 
 
図 6-9 課題１_管理画面（管理者） 
 
２－３－５ 習熟度テストの実施 






































図 6-14 習熟度テスト_解答入力_トップ_グラフ表示（ユーザー） 
 
 
図 6-15 習熟度テスト_管理 _トップ（管理者） 
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図 7 学習支援システム利用科目 
 
３－２ 国家試験合格率の推移による評価 
 図 8に、学習支援システムの導入前と導入後の 2016～2019年度の本学科新卒卒業生の臨床工学技士受
験者数、および合格者数（合格率）の推移を示す。また、図 9 に、同期間の合格者の国家試験における
最高、最低、および平均得点率を示す。2017 年度から本システムの利用を開始したが、導入前に比較し
て、合格率の顕著な改善がみられる。特に、直近の 2年間の合格率は 100%であり、受験者数が 10名以上







図 8  臨床工学技士国家試験受験者・合格者の推移（2016～2019年度 新卒卒業生） 
 
図 9  臨床工学技士国家試験合格者の得点率の推移（2016～2019年度 新卒合格者） 
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